
数

理
一一一一口

話
叩

と
の
展
望
は、
前
回の
棒
島忠
夫
「
国
語の
計
量・
数理」
の
あ
と
をつ
々

もの
で、
雑
誌
「
国
語
学」
の
展
望
と
し
て
は二
代
目
と
な
る。
前の
もの
を

当
然
承
け
な
け
れ
ば
な
る
まい
が、
し
か
し、
展
望
と
は
何か
とい
うζ
と
を

わ
た
し
な
りに
考え
る
と、
多
少
記
述の
方
法
も
変わっ
て
くる
と
と
に
な
ろ

・門ノ。展
望
とい
う
と、
もっ
と
も
具
体
的に
は
高い
山の
頂上
か
ら
見お
ろ
し
て

い
る
姿
を
わ
た
し
は
思い
浮かべ
る。
当
然、
乙
ま
かい
起
伏や、
一
軒一
軒

の
ディ
テ
ール
は
見え
ない
だ
ろ
う。
とい
うと
と
は、
ζ
と
は一
つ一
つ
の

論
文
につ
い
て
批
評
する
場
所で
は
ない
とい
うこ
と
だ
ろ
う
と
思
う。
あ
る

い
は
紹
介
す
ら
すべ
き
場
所で
は
ない
の
で
は
ない
か。
と
れ
は
決し
て
こ
れ

ら
を
わ
た
し
が
読
ま
な
かっ
た
乙
と
を
意
味
する
もの
で
は
ない。
理
由は
以

上
の乙
と
お
よ
び
以
下
に
述べ
るこ
と
か
らお
わ
か
りい
た
だ
け
る
と
思
う。

11ζ
れに
賛
成か
反
対か
は
別
と
し
て。

さ
て、
と
の
よ
う
な
考え
か
ら
展
望
し
て
み
る
と、
一
九
六
六
年に
は
チョ

ム
ス
キ
ー
が
見え、
一
九
六
七
年に
は
ド
キュ
メ
ン
テ
イシヨ
ン
が
見え
て
く

る。
そ
と
で、
ま
ず、
と
の
二
つ
につ
い
て
と
乙
で
は
述べ、
つ
づ
けて
そ
の

他の
展望
に
移る乙
と
に
し
たい。
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変
形
文
法

一
九
六
六
年八
月に
変
形
文
法の
「
創
始
者」
チョ
ム
ス
キ
ー
が
東
京
言語

研
究
所の
招
き
で
来日
し、
研
究
会・
講
演
会で
講じ
た。
こ
の
こ
と
を
頂
点

と
し
て、
一
九
六
六
年は
変
形
文
法の
年だっ
た
とい
う
印
象を
受
ける。
わ

た
し
自
身の
と
と
をい
う
と、
乙
の
年の
九
月
半ば
に三
年
間の
イ
ギ
リス
滞

在
を
終わっ
て
帰
国し
た
の
で、
と
の
高ま
りを
実
際の
肌で
は
全
面
的に
は

感
じ
てい
ない。
た
だ、
チョ
ム
ス
キ
ーの
影
響の
あ
ま
り
及ん
でい
な
かっ

た
とこ
ろ
か
ら
帰っ
て
きて、
週
刊
誌
「
朝日
ジャ
ー
ナル」
に
ま
で
大々
的

に
取
り
上
げ
ら
れる
騒ぎ
に
驚い
て、
とい
うよ
り正
直な
とこ
ろ
あ
わ
て
ふ

た
め
い
て
読
み
あ
芯っ
た
結
果の、
過
大
印
象か
も
知
れ
ない。

新しい
理
論
が
ど乙
か
で
起乙っ
た
と
な
る
と、
京
早
くと
れ
を
紹
介し
て

い
くとい
うこ
と
は
決し
て
惑い
乙
と
で
は
ない
だ
ろ
う。
去
年のマ
クル
ー

ハ
ン
理
論や
構
造
主
義につ
い
て
も
そ
うい
う乙
と
が
あっ
た。
し
か
し、
そ

の
中に
は、
い
さ
さ
か
の
教
祖へ
の
盲
従
的態
度
(マ
クル
lハ
ンへ
の
彼の

取
り
巻
き
連
中の
傾倒は
大
変な
もの
ら
しい
し、
チョ
ム
ス
キ
ー
につ
い
て

もζ
れ
は
や
や
感じ
ら
れる
か
ら、
何
も日
本だ
けの
と
とで
は
ない
か
も知



れ
な
い
が
て

チ
ョ
ム
ス
キ
ー
が
ど
乙
で
ど
う
い
っ
て
い

て
云
々
と
い
っ
た
書

誌
的
な
見
方
(乙
れ
は
教
祖へ
の
行
従の一
つ
の
あ
ら
わ
れ
だ
ろ
う)、一
刻
も

早
く日
本
語に
適
用し
てツパ
をつ
け
て
お
き
たい
といっ
た
あせ
り、
な
ど

な
ど
例
に
よ
っ
て
例
の
如
き
日
本
的
風
景
が
展
開
さ
れ
た
の
は
笑
止
だ
っ
た
。

特に、
性
急
な
適
用
に
よっ
て
伝
統
的
国
語
学者の
不
信
を
買
うこ
と
に
なっ

た
の
は、

ば
か
り
知
れ
な
い
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
。

先
に
述
べ
た
理
・囚
に
よ
っ
て

具
体
的
な
論
文
名
な
ど
は
一

々
は
挙
げ
な
い
が、

中
に
は
群
富
象
を
な
で
る
態

の
右
往
左
往
組
も
見
ら
れ
た
。

わ
た
し
と
す
れ
逃い
に
ア
メ
リ
カ・
ボス
トン
に
行っ
た
水
谷
静
夫は、
一

年
滞
在
後、

帰
国
し
て
す
ぐ
の
昨
年
九
月
の
計
量
国
語
学
会
研
究
発
表
会
で、

チョ
ム
ス
キ
ーの
独
創
性に
関
する
疑
問を
表
明し
た
(
同
学
会
機
関
誌へ
の

滞
米
中の
寄
稿に
も乙
の
乙
と
は
述べ
ら
れ
て
い
た)。
当
然
挙
げ
るべ
き
先

駆
学
説
が
な
ぜ
か
彼の
本の
どζ
に
も
述べ
ら
れ
てい
ない
とい
う。
お
そ
ら

く、
水
谷の
い
う
疑
問は
正
しい
だ
ろ
う。

し
か
し、
また一
方、
学
者は
すべ
て
己の
受
けた
影
響を
述べ
な
け
れ
ば

な
ら
ない
もの
で
ある
か
ど
う
か
に
も
疑
問が
ある。
わ
れ
わ
れ
は
生
ま
れて

か
ら
実に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響を
受
け
てい
る
が、
乙
れ
を
すべ
て
述べ
な
け
れ

ば
な
ら
ない
わ
け
で
は
ない。
だ
か
ら、
乙
れ
は
程
度
問
題
なの
だ
ろ
う。
各

人
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
で
判
断
し
て、

述
べ
る
べ

き
だ
と
思
っ
た
と
き
は
述
べ
る

べ
き
もの
だ
ろ
う。
そ
れ
を
ど
う
考
える
か
は、
各人
の
勝
手で
は
な
か
ろ

う
か。

数理言語

と
う
考
え
て
くる
と、
乙
れ
は
意
見と
なっ
て、
他の
人
に
強
制
すべ
き
も

の
で
は
ない
よ
う
な
気が
す
る。
と
れ
につ
れ
て
考
える
の
は、
国
語
国
字
問

題
だ。
ζ
れ
は
各人の
人
生
観、
あ
るい
は
世
界
観・
宇
宙
観の
反
映だ
か
ら、

論
争は
論
争に
な
ら
ない。
と
の
論
争の
結
果、
一
方が
遂に一
方の
意
見に

従っ
た
と
い
う乙
と
は
ない
と
思
う。
文
法
論
につ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様の
ζ
と

がい
え
る
の
で
は
ない
か。
わ
た
しの
担
当で
は
ない
が、
森重
敏の
本に
対

する
鈴
木重
幸の
書
評
を
め
ぐっ
て
の
論
争あるい
は
論
外
争に
もと
の
感が

深い。
結
局チョ
ム
ス
キ
ー
文
法
に
賛
成
する
か
ど
うか
は
各人の
資
質に
よ

る
も
の
で、

実
り
の
あ
る
論
争
に
は
な
り
え
な
い
も
の
と
考
え
る。

た
だ
こ
の

よ
う
に
言
語
授
な
い
し
文
法
観
が
人
生
観
に
立
脚
し
て
い
る
べ

き
な
の
に
し
て

は、
流
行だ
とい
う
と
す
ぐ
飛
びつ
く
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
の
多い
の
は
ど
うい
う

わ
けだ
ろ
う
か。

な
お、
チョ
ム
ス
キ
ー
を
招い
た
東
京
言
語研
究
所は、
テツ
ク
言
語
教
育

事
業
グル
ー
プ
とい
う、
言
語
学
習
機
械の
売
り
込
み
ゃ
外
国
語
講
習
会
な
ど

を
主
催
する
とと
ろ
と一
体
と
なっ
てい
る
も
の
で、
こ
と
の
月
刊
機
関
誌

「と
と
ば
の
宇
宙」
は一
九
六
六
年に
創
刊
さ
れた。
こ
れ
は
は
じ
め
既
存の

「
言
語
生
活」
と
似た
も
の
か
と
思
わ
れ
た
が、
その
後
急
激に
新
しい
言
語

理
論の
紹
介
誌
とい
う
性
格
をつ
けて
きた
よ
うだ。
学
界
に
とっ
て
は
大
変

結
構な乙
と
と
思
う。

ド
キ
ュ
メ
ン
テ
イ
シ
ヨ
ン

国
際ド
キュ
メ
ン
テ
イシヨ
ン
学
会が
去
年の
九
月に
関か
れた。
一
九
六

七
年が
ド
キュ
メ
ン
テ
イショ
ン
の
年と
なっ
た
の
は、
乙
れ
を
契
機と
し
て

い
る。
その
前
年が
変
形
文
法の
年に
なっ
た
の
もチョ
ム
ス
キ
ーの
来日
を

きっ
か
け
と
し
てい
る
の
と
軌
を一
に
し
てい
る
わ
け
で、
こ
ζ
に
日
本の
学

界がい
か
に
外
を
向い
てい
る
か
を
示
す
もの
が
ある。

動
機は
と
も
あ
れ、
乙
の
ド
キユ
メ
ン
テ
イシヨ
ン
とい
うζ
と
が
疲
ん
に

なっ
た
と
と
は、
以
下
に
述べ
る
理
由か
ら
大
変い
い
と
と
だ3
全
六二
を
と

い
う
壮
大
な
「
情
報
科
学
講
座」
は
乙
の
期
間に
は
じ
まっ
た
し、

ド
キュ
メ
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ン
テ
イショ
ン
に
関
するハ
ン
ド
ブッ
ク
の
類
も
出さ
れ
た
(た
と
え
ば
東
京

電
機
大
学出
版
局
出
版の
もの
な
ど)。

日
本に
近
代
的
な
科
学が
は
じ
まっ
て
か
ら、
ま
だ
百
年
足
ら
ず
だ
ろ
う。

と乙
ろ
が、
今わ
れ
わ
れ
は、
自
分の
専
門と
する
分
野の
論
文につ
い
て
だ

け
で
も、
読
むの
に
相
当の
時
間
と
精
力、
そ
れ
に
金
銭
を
注が
な
け
れ
ば
な

ら
な
くなっ
てい
る。
し
か
も、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い。
今の
学
問の
形
態が
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
に
要
求し
てい
る
か
らだ。
い
や

し
く
も
専
門
分
野につ
い
て
の
論
文
で
読ん
でい
ない
とい
うと
と
は
恥
と
さ

れてい
る。

し
か
し、
い
つ
ま
で
もそ
れ
でい
い
の
だ
ろ
うか。
と
うい
う
態
度が
時
間

的に
不
可
能に
な
る
と
き
が
必
ず
くる。
そ
の
と
き
ど
う
した
らい
い
か
の
問

題
を乙
の
ド
キユ
メ
ン
テ
イシヨ
ン
で
は
扱っ
てい
る。
し
た
がっ
て、
乙
の

問
題
は、
国
語
学
研
究
者に
とっ
て
もい
ず
れ
よ
そど
と
で
は
な
くな
る
だ
ろ

.つ。今、
い
ろい
ろ
の
文
献セ
ン
タ
ー
とい
う
もの
の
計
画
が
あ
る。
乙
の
よ
う

な
文
献セ
ン
タ
ー
は、
た
だ
文
献
|
本や
雑
誌・
文
書
を
集
積し
て
お
くと

乙
ろ
だ
け
で
あっ
て
は
な
ら
ない。
今
ある
もの
は、
た
と
え
ば
東
京
大
学
東

洋文
化
研
究
所
付
属
東
洋
学文
献セ
ン
タ
ー
が
そ
う
で
ある
よ
うに、
図
書
館

とい
うの
とシ
ノニ
ム
に
なっ
てい
る。
し
か
し、
あるべ
き
姿
と
して
は、

そこ
は
また、
情
報
検
索セ
ン
タ
ー
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
ない
と
思
う。
乙
の

意
味で
も、
文
献
学的・
44u
誌
学
的に
個々
の
論
文の
紹
介を
する
型の
展
望

は
過
去の
形
の
もの
だ
ろ
う。

以
上
の
次
第で、
去
年が
ド
キュ
メ
ン
テ
イシヨ
ン
の
年と
な
り、
ζ
の
商

で
の
研
究が
盛ん
に
なっ
た乙
と
を
わ
た
し
は
喜ぶ
け
れ
ど
も、一
方
で
また、

一
般の
国
語
学
者が乙
れ
に
対し
て
何の
反
応
も一不さ
な
かっ
た
の
を
大い
に

残
念に
思
う。

||そ乙
で
次の
間題
が
起ζっ
て
くる。

専
門
家
の
分
断
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乙
の
展
望
を
書
くた
め
に
読ん
だ
(一
部
は
単に
見た)
もの
の
う
ちか
ら

無
作
為に、
両
年の
単
行
本・
雑
誌
論
文の
筆
者か
ら五
人
ずっ、
計二
O人

を
引
き
出
して
きた。
乙
の
計二
O人
は
以
下の
と
お
り。

一
九
六
六
年
単
行
本

翻
訳
「
話
しと
と
ば
の
科
学」
そ
の
物理
学と
生
理
学
1監
修
者の
う
ち
切
替

一
郎
/
「
戦
後の
国
民
各
層の
文
字
生
活」
|三
人の
筆
者
申
永
野
賢/
「
集

合と
論理」
数
学
用
語
考
現
学
l
矢
野
健
太
郎
/
「
情
報
科
学へ
の
道」
の
中

の
「
機
械
翻
訳か
ら
数理
言
語
学へ」
l
和
問
弘
/
翻
訳
「
変
形
文
法
入
門」

|
訳
者
黒
回
線。

一
九
六
六
年
雑
誌
論
文

「
漢
字
と
符
号
と
機
械
と
の
つ
な
が
り」
(
印
刷
雑
誌)
l
高
木
益三
郎/
「
声

紋
判
別に
よ
る
個人
識
別」(
音
声
学
会
会
報)
|
秋
山和
儀
/
「
論理
的
段
落

と
修
辞
的
段
落」
(
表
現
研
究)
|塚
原
鉄
雄
/
「
機
械
翻
訳
の
現
状と
将
来」

(
座
談
会)
(
英
語
青
年)
|
出
席
者
中
野
崎
昭
弘
/
「マ
ヤ
文
字の
謎
を
求め

て」
未
解
読
文
字
と
電
子計
算
機(乙
と
ば
の
宇
宙)
|
植
田
覚。

一
九
六
七
年
単
行
本

「
記
号
行
動
論」
意
味の
科
学l田
中
格政
/
「
文
字・
図
形の
認
識
機
械」

編
者
坂
井
利
之
/
「
新
言
語
学と
文
法
学
級ノ
l
ト」
|
野
林
正
路/
東
大

公
開
講
座
「
言
語」
中の
「
言
語の
文
法
構
造」
|
藤
村
靖
/
「
構
造的
意
味

論」
日
英
両
語
対
照
研
究
|
国
広
哲
弥。

一
九
六
七
年
雑
誌
論
文

「
椛文
論」
日
本語の
椛
文
的モ
デル
(
国
語
国
文)
l
締
島
忠
夫
/
「
自
動



化-
他
動
化お
よ
び
両
極
化
転
形」
(
国
語
学)
l
剛丈
津
敬一
郎
/
「
変
形
文
法

入
門」
(
英
語
教
育)
|
井上
和
子
/
「
成
分
構
造
文
法の
再
吟
味」
(
英
文
学

研
究)
l
林
栄一
/
「
変
形
文
法
概
説」(
愛知
教
育
大
研
究
報
告)
!大
稿
男。

乙
の
中に
は、
無
作
為に
抜い
た
た
め
に
ど
うか
と
思
わ
れ
る
もの
も
ある

が、
雑
誌
は
ま
ず
は
文
科
系の
人
が
読
むζ
と
も
あ
りそ
うな
もの
に
限っ
て

選ん
だ。
と
の
二
O
人
の
筆
者の
う
ち、
国
語
学
会の
会
員
は
わ
ず
か
に
六

人、
つ
ま
り三
O
%に
すぎ
ない。
あ
と
の
七
O
%が
国
語
学
会と
は
関
係な

く、
臼
本
語につ
い
て
論
じ
て
い
る、
とい
うわ
けだ。
つ
ま
り、
わ
た
し
の

と
の
担
当
分
野
に
お
ける
国
語
学
会の
勢
力
は
極め
て
微々
た
る
もの
だ、
と

い
うと
と
に
な
る。
こ
の
ま
ま
で
は、
訓
点
と
か
何と
か
特
殊な
分
野
を
除

い
て、
国
語
学
会は
言
語
研
究の
水
準か
ら
取
り
残
さ
れると
と
に
な
ら
ない

だ
ろ
う
か。
こ
の
点か
ら
する
危
機意
識
が
国
語
学
会の
方に
あ
ま
りに
も
稀

薄、
あるい
は
欠
如し
て
い
ない
だ
ろ
うか。

先の
二
O
人の
た
め
の
リス
ト
で
は
故
意に
除
外
し
た
が、
今、
た
と
え
ば

「
数理
科
学」
「
数
学セ
ミ
ナ
ー」
「
情
報
処理」
「
情
報
科
学」
「
学
術
月
報」

「
情
報
管理」
「
技
研
月
報」
「
自
然」
といっ
た、
国
語
関
係の
人々
は
お
そ

ら
く
あ
ま
り
読
ま
ない
よ
うな
雑
誌に
掲
載
さ
れ
る
お
び
た
だ
しい
盃の
国
語

あ
る
い
は
言
語
に
関
する
論
文か
ら
完
全
に
隔
絶し
て
い
て
もい
い
もの
だ
ろ

う
か。

数理言語

右の
雑
誌の
う
ち、
「
情
報
処理」
や
「
数型
科
学」
は
特に
重
要だ
ろ
う。

た
と
え
ば、
「
数理
科
学」
の一
九
六
六
年八
片
号は
「
言韮阻」
を、
同一
一

月
号は
「
情
報
検
索」
を
特
集し
て
い
る
(つ
い
で
な
が
ら、
乙
の
特
集
「
言

語」
中の
論
文
筆
者・
座
談
会
出
席
者、
主
安
善
市・
野
崎
昭
弘・
藤
村
精・

水
谷
静
夫・
中
島
帥山
政・
長
谷
川
欣
佑・
細
井
勉・
石
綿
敏
雄・
村
山
七
郎の

九
人
中、
国
語
学
会
会
員
は
三
人
だ
け。
し
か
も、
そ
の
う
ちの
村
山の
もの

は
随
筆
風な
もの)。

も
ち
ろ
ん、
と
れ
らの
雑
誌の
扱っ
て
い
る
コ=
呈間」
の
中に
は、
わ
れ
わ

れ
が
言
語
と
は
思
わ
ない
もの
も
入っ
てい
る。
い
わ
ゆる
機
械
語な
ど
がと

れだ。
し
か
し、
乙
うい
う
雑
誌お
よ
び、
そ
の
関
係の
学
会の
研
究
会で
彪

大
な
量
の
言
語
関
係の
発
表が
あると
と
は
厳た
る
事
実だ。

ζ
の
よ
うに、
国
語や
言
語の
計量
的
研
究は、
分裂
とい
うと
も
と一
つ

だっ
た
よ
うに
と
ら
れる
か
ら、
分
断さ
れ
て
い
る。
一
方に
国
語
学
関
係
者

が
あ
り、
一
方に
工
学
関
係
者が
ある、
とい
うわ
けだ。
そ
し
て、
ど
くわ

ず
か
の
接
点
でζ
の
両
者が
結び
合わ
さ
れてい
る
に
すぎ
ない。た
と
え
ば、

情
報
処理
学
会に
はC
L
研
究
委
員
会とい
う
もの
が
組
織さ
れ
て
例
会を
聞

い
て
い
る
(C
L
と
は
のOB司三三芯ロ包
ピロ閃己228
の
略)。
し
か
し、
こ

こ
で
も
国
語
学
関
係
者は
少
数
で
し
か
ない。
一
例と
し
て
去
年七
月一
五日

の
研
究
会を
挙
げよ
う。
と
の
日
は
「
機
械
翻
訳
(
和
文
英
訳)
の一
方
法に

つ
い
て」
「日
本
語に
お
ける
名
詞
句と
動
詞
句の
構
造
分
析」「
文
節の
構
造」

「日
本
語の
文
法」
「日
本
文の
構
成
法」
「
翻
訳シ
ス
テム
の
超
文
法の一
例」

とい
う
六つ
の
研
究
発
表が
あっ
た
が、
そ
の
う
ち、
国
語
学
関
係
者は
わ
ず

か
に
「日
本
文の
構
成
法」
の
渡
辺
修(
大
妻
女
子
大
学)
一
人
だっ
た。
い

や
し
く
も日
本
語の
文
法
に
関
する
研
究
会な
の
に
ζ
の
有
様は
ど
うし
た
こ

と
だ
ろ
うか。
と
れに
は
両
方の
側か
らの
原
因が
ある
よ
うだ。

ま
ず、
工
学
関
係
者
側か
らい
うと、
今ま
での
国
語
学
者の
特に
文
法
研

究は、
イ
グ
ザ
ク
ト
で
ない、
イ
グ
ゾ
lス
ティ
ッ
ク
で
ない、
アル
ゴ
リズ

ム
の
形
に
なっ
て
い
ない、
とい
う三
つ
の
理
由、
特に
第三
の
理
由に
よっ

て
使い
もの
に
な
ら
ない
と
考え
る。
た
し
か
に、
国
語
学
者の、
特に
主
観

的
文
法
学
者のEX
法
で
は
機
械に
の
せ
る乙
と
は
で
き
ない
だ
ろ
う。そζ
で、

乙
うい
う
不
満
足
な
もの
し
か
ない
し、
何
年
待っ
て
も
百
年
河
清を
待つ
よ
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う
な
もの
だ、
と
自
らは
じ
め
るこ
と
に
した
もの
だ
ろ
う。

国
語
学
者の
方か
らい
う
と、
乙
れ
は
チョ
ム
ス
キ
ー
理
論の
日
本
文
法へ

の
適
用へ
の
評
価
と
も
重
な
る
が、
日
本
語の
現
実が
少し
粗
雑に
し
か
捕
え

ら
れ
てい
ない
と
と、
歴
史
的
面へ
の
無知、
文
法
学
史へ
の
無
視
な
ど
が
気

に
な
る
の
だ
ろ
う。
こ
の
よ
うな
日
本
認
知
ら
ず
に
日
本
一語の
分
析が
で
き
る

わ
けが
ない、
といっ
た
不
信
感が
ある。
そ
の
上、
彼
らは
数
学や
語
学の

苦手の
故
に
尉
諮
学
者に
なっ
た
もの
が
多い
の
で、
工
学
関
係
者の
文
法が

十
分に
理
解
で
き
ない
場
合
も
あ
ろ
う。

一
方、
線
本
的に
は、
両
者の
言
語
研
究の
態
度の
違い
が
見
ら
れる。
工

学
関
係
者の
言
語
研
究
は
言
語
研
究が
目
的
で
は
ない。
た
と
え
ば
機
械
翻
訳

とい
うの
が
目
的
で
あっ
て、
言
語
研
究は
その
目
的の
た
め
の
手
段
だ、
と

い
え
る。
と
れ
に
対し
て、
国
語
学
関
係
者の
言
語
研
究
は
そ
れ
自
身が
目
的

だ。
した
がっ
て、
国
語
学
者の
文
法
研
究
で
は、
ある一
部だ
けの
完
笠
な

記
述
で
あっ
て
も
当
然
価
値が
ある。
し
か
し、
工
学
関
係の
方で
は
そ
う
は

い
か
ない。
彼の
目
指
すの
はた
と
え
ば
機
械
翻
訳
だ
か
ら、
すべ
て
が
含ま

れてい
な
け
れ
ば
な
らない。
つ
ま
り
イ
グ
ソ
lス
ティ
ッ
ク
で
な
け
れ
ば
な

らない。
乙
うい
う
態
度の
違い
か
ら
くる
現
在の
性
質の
違い
とい
うζ
と

も
考え
ら
れ
る。

と
はいっ
て
も、
い
く
ら
目
的が
違っ
てい
て
も、
出て
きた
結
果は
両
者

同一
で
あるべ
き
だ、
とい
う
考え
かた
も
ある。

と
こ
で、
乙
の
両
者の
接
点が
な
け
れ
ば
な
らない
とい
う
考え
が
出て
く

る。
そ
の一
つ
と
し
て、
先に
述べ
た
情
報
処理
学
会のC
L
研
究
委
員
会
も

考え
ら
れ
る
が、
と
れ
は、
ちょっ
と
工
学
関
係の
方
に
傾い
て
い
る
よ
う

だ。
そζ
で、
ζ
の
役
割
りを
持つべ
き
もの
と
し
て
期
待さ
れ
る
の
は
「
計

量
国
語
学
会」
とい
うζ
と
に
な
る。
し
か
し、
乙
れ
は
逆
に、
現
在の
とζ

ろ、
国
語
学の
方に
片
寄っ
てい
る
か
に
見え
る
(
両
年
度
中に
誌
上
に
あ
ら

わ
れ
た
論
文
中
わ
ず
か
に
約三
O
%が
国
語
学
関
係以
外
だっ
た)。
さ
ら

に、
た
と
え
ば、
さっ
きの二
O人
につ
い
て
計
量
国
語
学
会
会
員で
ある
か

ど
うか
を
調べ
る
と、
わ
ず
か
四
人、
つ
ま
り二
O
%し
かい
ない。
と
れは、

と
の
学
会が
ま
だ
全
国
学
会と
し
て
は
あ
ま
り
大
き
くない
た
め
も一
つ
は
あ

ろ
う。
また、
雑
誌
を、
人
文
方
面に
限っ
た
た
め
のマ
イ
ナス
も
あっ
た
か

と
思
わ
れ
る。
し
か
し、
そ
の
イ
クス
キュ
ーズ
に
もか
か
わ
ら
ず、
こ
の
学

会が
現
実に
ま
だ
接
点の
役
割
りを
果た
し
てい
ない
こ
と
は
否
定で
き
ない

ん」岡山-つ。
乙
の
学
会が
依
然と
し
て
伸び
悩
ん
でい
る
原
因の一
っ
と
し
て
は、
そ
の

学
会
名が
考
子り
れる
と
思
う。
英
文
名の
、H，
Z
富三「
32
5-
F5
宮町­

EB
ω25q
oh
V
宮コ
の
方が
ま
だ
広
い。
「計
量」
が
狭
い
し、
また

「国
語
学」
が
狭い
の
だ。

また、
乙
の
学
会の
季
刊
機
関
誌
「
計
量
国
語
学」
に
は乙
の
両
年に
は
代

数
的な
もの
が
多
くなっ
て
きてい
る。
乙
の
傾
向に
対して、
一
般の
国
語

学
関
係の
読
者か
らは
む
ず
か
し
くて
興
味が
ない
と
の
声
も
あ
り、
また、

も
う
少し
計
量
的な
もの
が
欲しい
とい
う
声が
数
学
者
側か
ら出てい
る。

と
の
学
会がと
れ
か
らど
うい
う
方
面・
方
向に
進
むべ
き
か
は
大
き
な
問題

が
あ
ろ・っ。
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計
量
的、
あるい
は
代
数
的に
対し
て
算
術
的といっ
て
もい
い
が、
こ
う

い
う
傾
向の
もの
は、
実は
国
語
学
関
係で
は
あ
ま
り
多
くは
な
かっ
た
(
最

大の
もの
は
「
戦
後の
国
民
各
局の
文
字
生
活」)。
も
ち
ろん、
た
と
え
ば
訓

点
研
究
で、
と
れこ
れの
例はい
くつ
あっ
た、
とい
うだ
けの
表で
は
真の

算
術
的と
もい
え
ない
だ
ろ
う。
と
れ
を
もと
と
し
てい
さ
さ
か
の
処理
を
し

な
け
れ
ば
な
らない。
今
後は乙
の
面に
も
力
を
注が
な
け
れ
ば
な
る
ま
い



が、
そ
れ
が
計
量
国
語
学
会で
あるべ
き
か、
国
語
学
会で
あるべ
き
か
は、

先
に
いっ
た、
前
者の
将
来のビ
ジョ
ン
と
も
関
係が
深い
の
で、
今に
わ
か

に
は
決め
ら
れ
ない。

な
お、
変
形文
法
関
係に
は、
そ
れ
が
ア
メ
リカ
英語の
研
究か
ら
出
発
し

て
い
る
の
で、
英
語
学
関
係の
人
も、
先の
ニ
O
人
で
わ
か
る
よ
うに
多い
の

だ
か
ら、
と
の
場
合は
も
う一
つ
余
分に
分
断さ
れ
てい
ると
と
に
な
る。
し

か
し、
上
記の
考
察で
はζ
れ
ら
は
国
語
学
者に
準
じ
て
考え
てい
い
と
考え

て
取
り
倣っ
た。国

立
国
語
研
究
所
の
研
究

数理言語

国
立
国
語
研
究
所に
電
子
計
算
機(出回叶〉の
ω
20)
が
導
入さ
れた
の
が

一
九
六
六
年一
月で、
動き
だ
した
の
が
大
体
悶
年三
月だ
か
ら、
乙
の
展
望

の
期
間だ
とい
え
る。
ζ
の
計
算
機は、
現
在、
国
語
学
関
係
者が
自
主
的に

運
用
で
き
る
唯一
の
もの
で
あ
り、
そ
の
ス
タッ
フ
は、
前
項に
述べ
た二
つ

の
グル
ー
プ
の
接
点の
働
き
を
積
極
的に
果た
しつ
つ
ある
の
で、
と
ζ
に
紹

介し
て
お
き
た
い。

乙
乙
で
は、
主
と
し
て
新
聞の
語
染
調
査
を
手が
けてい
る。
調
査
対
象の

母
集
団
と
し
て
は、
朝日・
毎日・
読
売の一
年
分
全
紙
面
に
合
ま
れる
語

(
約
八
五
O
O
万文
節
と
推
定〉
と
した。
サン
プ
リン
グ
と
し
て
は、
母
集

団
か
ら1
/印
の
面
積に
相
当
するeフロ
ッ
ク
をaフロ
ッ
ク
サン
プ
リン
グ
に

よっ
て
抽
出
し
た。
調
査
語
は
だ
か
ら、
約一
四
O
万
語
と
な
ろ
う。

や
は
り
現
在の
と
ζ
ろ
日
本
語の
と
の
種の
調
査
で
は
漢
字の
存
在がい
ろ

い
ろ、不ツ
ク
と
な
る
よ
う
で、
入
出
力
機
器
と
し
て
漢
字テレ
タ
イ
プ
を
使っ

て
い
る
が、
と
と
に
問
題
が
ある。

去
年三
月一
四
日
に
と
の
ス
タッ
フ
の一
部に
よ
る
研
究
発
表
会が
あっ

た。
林
四
郎「
新
聞の
語
染
調
査につ
い
て」、
田
中
章
夫
「
語
染
調
査に
お

ける
語
奨
表
作
成
上の
問題」、
石
綿
敏
雄「
言
語
情
報
処理
に
お
ける
意
味の

取
り
扱い」
が
そ
の
題
目
だっ
た。
こ
れ
ら、
お
よ
び
そ
の
他のス
タッ
フ
に

よ
る
論文
を
加え
て、
報
告
書が
出た
が、
乙
れ
は
本
年三
月で
あっ
て、
わ

た
しの
守
備
範
囲で
は
ない。

さ
て、
乙
の
発
表
会へ
の
参
会
者お
よ
び、
ス
タッ
フ
の
研
究
動
向
な
ど
か

ら
判
断
する
と、
乙
の
接
点はや
や
工
学
方
向へ
傾い
てい
る
か
に
見え
る。

し
か
し、
乙
れ
は、
ス
タッ
フ
の
主た
る
部
分が
国
語
学
関
係
出
身で
あっ
て、

急
速に
工
学的
研
究
方
法
を
獲
得する
た
めの、
や
む
を
え
ない
現
象だ
ろ

.つ。国
立
国
語
研
究
所の
電
子計
算
機は、
上
記の
よ
うに
主
と
し
て
語
染
調
査

に
使
わ
れ
て
お
り、
本
格
的な
文
法
研
究に
使わ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念だ

が、
話
しこ
と
ば
資
料の
分
析・
処理へ
の
試み
が
な
さ
れてい
るこ
と
は
注

目
し
てい
い。
乙
れ
は、
話しζ
と
ば
を文
字化した
テ
キス
ト
に、
形
態
音

韻
論
的、
形
態
論
的
分
析を
施し、
さ
らに
種々
の
情
報を
付
加した
うえ
で

電
子計
算
機に
入
れ
処理
する
もの
で、
結
果は
ま
だ
出てい
ない。

さ
らに、
乙
の
電
子
計
算
機
を
使っ
て
言
語
地
図を
作
る
試み
も
さ
れ
た

(
徳
川
宗
賢・
山
本
武「
電
子
計
算
機で
言語
地
図を
作る
試み」
(
計量
国
語

学ω))。
こ
の
よ
うに、
既に
数々
の
新しい
試み、
あるい
は
研
究が、
乙
の
電
子

計
算
機に
よっ
て
は
じ
め
ら
れた
が、
既にこ
の
計
算
機は、
他の
諸
調
査の

処理
も
あっ
て、
相
当フル
に
使
わ
れてい
る
とい
う。
純
粋の
言語
研
究の

た
め
だ
け
で
も、
一
機で
は
足
りな
くなっ
てい
る
わ
けだ。
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そ
の
他

言
語
学
関
係
者が
あ
ま
り
関
係し
ない
部
門
と
し
て
は、
音
声
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
お
よ
び
文
字
読
み
取
り
機
関
係の
もの
が
ある。

こ
の
う
ち
音
声
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
関
係で
は、
京
大でζ
れ
が
翻
訳
機
械に
結

びつ
け
ら
れ
て、
た
と
え
ば
英文
が
和
訳
さ
れ
そ
れ
が
音
声で
返っ
て
くる
よ

うに
進
ん
でい
る。
こ
れ
だ
けで
な
く、
電
気
関
係の
学
会で
は
音
声の
研
究

が
盛
ん
と
なっ
て
い
る。
ζ
の
分
野
で
の
発
声生
理
的
音
声
学の
存
在
価
値は

い
よ
い
よ
な
くなっ
た
と
認め
ら
れ
る。
と
の
と
と
は
わ
た
し
も
前に
予
言し

て
おい
た
が
(
国
語
学必)、
今や
死
滅に
瀕
し
て
い
る
といっ
て
もい
い。

文
字
読
み
取
り
機につ
い
て
は、
乙
の
時
期に
多
くの
研
究
が
あ
ら
わ
れ

た。
そ
の
結
来、
東
芝
そ
の
他で
い
く
つ
か
の
数
字
読
み
取
り
機が
試
作さ

れた。
そ
し
て一
九
六
八
年か
ら
実
用
化さ
れて、
郵
便
物の
自
動
仕
分
けに

伎わ
れ
る
乙
と
に
なっ
た。

し
か
し、
乙
の
実
用
化
は、
ま
だ
い
ろい
ろ
な
点で
幼ない
もの
だ。
た
と

え
ば、
一
定の
場
所に
数
字
化さ
れたコ
lド
を
書か
な
け
れ
ば
な
らない。

し
か
し、
どζ
に
書乙
う
と
読
み
取
るべ
き
もの、
何
で、
つ
ま
り
ど
の
文
字

を
使っ
て
も
読
み
取
るべ
き
もの
と
思
う。
現に
人
間は
そ
う
し
て
い
る。
将

来は
そ
う
な
るべ
き
で
あっ
て、
人々は
そ
の
過
程に
ある
もの
と
見た
い。

こ
れ
につ
けて
考え
る
の
は、
計
算
機
用
言語の
存
在だ。
ζ
れ
は
元
来
機

械
的
制
約の
も
と
で
自
然
語
が
使え
ない
か
ら、
発
達の
中
途に
おい
て
や
む

を
え
ず
使っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
うか。
ζ
れ
も
将
来は
な
くな
るべ
き
も

の
と
思
うが、
ζ
の
と
と
は
わ
た
し
の
今の
印
象で
は、
ど
う
もそ
れほ
ど
考

え
ら
れて
い
ない
よ
うだ。
よ
くビ
ル
ジ
ン
グ
にい
くと、
エ
レベ
ー
タ
が、

一
方が
自
動で、
一
方が
係
員
が
乗っ
て
い
る
の
が
ある。
こ
うい
う
と
き、

必
ず
係
員の
乗っ
てい
る
方が
短
時
間で
上
下し
てい
る。
に
もか
か
わ
ら
ず

エ
レベ
ー
タの
製
造
会
社は乙
の
点につ
い
て
の
改
善
を
考え
ない
らしい。

元
来がパ
カ
で
あっ
て、
切
り
紙
絵ば
か
り
う
まい
山
下
某の
よ
うな
計
算
機

に、
切
り
紙
ば
か
りや
らせ
て
おい
た
の
で
は
進
歩が
ない
だ
ろ
う。

と
の
期に
は
耶
馬
台
国の
位
置
を
め
ぐっ
て
の
本が
何
冊か
山た。
そ
の
う

ち
の一
冊、
安
本
美
山内
「
耶
馬台
同へ
の
道」
!
現
代
科
学の
解
く
古
代
の

謎
|は
電
子
計
算
機を
使っ
て
得た
結
論だ
といっ
て
宣
伝さ
れベ
ス
トセ
ラ

ー
と
なっ
た。
実は
そ
れほ
ど
使っ
てい
る
わ
けで
は
ない
が、
こ
の
よ
うな

問題
に
も
使い
うると
と
も一
般に
知
らせ
た
点
で
は
功が
あっ
た
とい
うべ

き
か。
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